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フグの毒

フグがもっている毒はテトロドトキシンと呼ばれ

ています。とても強力で、わずか0.5gほどで人間

は死んでしまいます。熱に強いので、煮ても焼いは死んでしまいます。熱に強いので、煮ても焼い

ても無毒化することはできません。

実はこの毒、もともとフグが作って

いるものではありません。海の中に

住んでいるバクテリアが作ったもの

なのです。それが貝やヒトデなどに

たまり、これをフグが食べることでフ

グに毒がたまっていくのです。

フグ毒は体の中に入ると神経をマ

海でふつうに見られるクサフグ。

肉にも毒があるので、食べるの
は非常に危険。

①バクテリア
が毒をつくる

③フグがその貝
を食べることで
毒をどんどんた
めていく

②貝がその
バクテリアを
食べて毒を
ためる

フグ毒は体の中に入ると神経をマ

ヒさせてしまうことが分かっています。

普段、神経には弱い電気が流れて

いて、これによって信号を伝えていく

のですが、フグ毒はこの電気をストッ

プさせてしまうのです。

これによって、体や心臓、肺を動か

す神経などもマヒしてしまい、体がし

びれたり、呼吸困難になったりします。

神経は電気を流して
信号を伝えていくが…

フグ毒は電気を
止めてしまうので、
信号が伝わらな
くなる

神経細胞

電気信号


